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＜会長挨拶＞    

子どもの居場所づくりを考えてみる 

一般社団法人福岡県スクールソーシャルワーカー協会 

会長 門田 光司（久留米大学 教授） 

 

ユニセフ(unicef)の「イノチェンティ レポートカード 16 子どもたちに影響する世界 先進
国の子どもの幸福度を形成するものは何か」（2020年 9月刊行）では、日本の子どもの精神的
幸福度は 38か国中 37位で最下位に近い結果でした。精神的幸福度については、ポジティブな
面の指標として生活満足度、ネガティブな指標として自殺率が使われています。しかし、日本
の子どもは生活満足度が高くなく、また自殺率も平均より高いため、精神的幸福度が低いラン
キングとなったのです。また、この報告書では、日本の子どもは困った時に頼れる人がいると
答えた人の割合が最も低い国の一つであるとも報告しています。 

このユニセフの報告は、とても衝撃的な結果ではないでしょうか。日本の子どもの生活満足
度が低い要因を学校ソーシャルワークで考えた場合、家庭環境や学校環境、地域環境が子ども
にとって居場所となっているのか、またはそれぞれの環境において子どもが困った時に頼れる
人がいるのかが気になる点です。 

生態学的視点からの学校ソーシャルワーク実践では、居場所は「適所」(niche)で、環境での
個人の場所の状態を意味します。例えば、家庭が子どもにとって良い適所でない場合には、子
どもは良い適所を求めて深夜徘徊や家出をするかもしれません。また、学校が良い適所でない
場合には、子どもは不登校になるかもしれません。他方で、子どもにとって家庭や学校が良い
適所であれば、子どもの生活満足度は高まると考えられます。そのため、学校ソーシャルワー
ク実践では、子どもにとっての良い適所、ないしは居場所づくりが大切です。 

「居場所」の定義では、広辞苑では「いるところ。いどころ」となっています。この「居場
所」の用語が使用されるようになった背景は、不登校問題が 1980 年代より顕在化し、子ども
にとって学校以外の居場所としてフリースペースやフリースクールが注目されていくことにな
ります。その後、居場所の用語は広く使用されるようになり、今日では、不登校だけではなく、
乳幼児から高齢者までと幅広い世代にまで広がり、居場所の機能として「心」「安定」「安心」
「やすらぎ」といった言葉が含まれるようになります。そして、2021年の内閣府の「子供・若
者育成支援推進大綱」では、「子供・若者が誰ひとり取り残されず、社会の中に安心できる多
くの居場所を持ちながら成長・活躍していける」ことが掲げられています。 

スクールソーシャルワーカーの学校ソーシャルワーク実践として、家庭、学校、地域の中で
子どもの居場所づくりを展開していくことは、子どもの生活満足度または幸福感を高めていく
取り組みになります。そのため、本協会においてもスクールソーシャルワーカーの学校ソーシ
ャルワーク実践として、子どもの居場所づくりに向けた取り組みを推進していきましょう！ 
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1．2021年度一般社団法人福岡県スクールソーシャルワーカー協会組織体制 

 

(１)協会の沿革 

2008年 福岡県スクールソーシャルワーカー協会連絡会 発足 

     ―文部科学省「スクールソーシャルワーカー活用事業」の開始により、福岡県内で
活動を開始した 18 名のスクールソーシャルワーカーが集い、定期的な情報交換
等を行った。 

 

2009年 『福岡県スクールソーシャルワーカー活動報告集』を自費制作して、福岡県内すべて
の教育委員会ならびに九州各県に進呈した。 

 

2010年 福岡県・学校ソーシャルワーク研究会 発足 

     ―2か月に 1度の頻度で定期的な研究会を開催。 

     ―学校ソーシャルワークに関心のあるスクールソーシャルワーカー以外にも、教員、
児童福祉司、福祉職、報道関係者、学部生・大学院生など幅広い層が参加して会
員数は 80名を超えた。 

     ―佐賀県、山口県、長崎県、熊本県、鹿児島県など、福岡県以外からも多くの参加が
あった。 

 

2012年 福岡県スクールソーシャルワーカー協会 発足 

     ―15名の発起人により協会を設立。 

     ―同年 12月、クローバープラザにて第 1回大会「今、私たちスクールソーシャルワ
ーカーが目指すもの」開催。 

 

2013年   ―同年 6月、久留米大学にて第 2回大会「Challenge to the “6”」開催。 

―同年 3月、広報誌『Relations 第 1号』発刊。 

―同年 8月、広報誌『Relations 第 2号』発刊。 

―同年 12月、広報誌『Relations 第 3号』発刊。 

 

2014年  ―同年 3月、広報誌『Relations 第 4号』発刊。 

―同年 4月、『スクールソーシャルワーカー実践事例集―子ども・家庭・学校支援の
実際』刊行。 

―同年 6月、クローバープラザにて第 3回大会「非行問題と生徒指導―子どもたち
の声が聞こえていますか？―」開催。 

―同年 8月、広報誌『Relations 第 5号』発刊。 
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―同年 12月、広報誌『Relations 第 6号』発刊。 

2015年   ―同年 3月、広報誌『Relations 第 7号』発刊。 

―同年 5月、クローバープラザにて第４回大会「振り返ろう！学校ソーシャルワー
ク実践―スクールソーシャルワーカーたちの主張―」開催。 

―同年 9月、広報誌『Relations 第 8号』発刊。 

 

2016年   ―同年 2月、広報誌『Relations 第 9号』発刊。 

―同年 7月、北九州市立大学にて第５回大会「チームを育むソーシャルワーク」開
催。 

―同年 11月、広報誌『Relations 第 10号』発刊。 

 

2017年   ―同年 6月、福岡県立大学にて第６回大会「チーム学校における教育・心理・福祉
のコラボレーション」開催。 

 

2018年   ―同年 8月、九州工業大学にて第７回大会「10＋1 ―新たなスタート―」開催 

 

2019年   ―同年 2月、電気ビル共創館にて韓国スクールソーシャルワーカー協会との特別研
修「日韓スクールソーシャルワーカー・セミナー」を開催。なお、本研修会は日
本学校ソーシャルワーク学会九州沖縄ブロック第 11 回研究大会としても同時開
催された。 

―同年 3月、元イズリントン・ジュニアミドルスクール副校長の Tim Kenji Kamino

氏をお招きして特別研修「公正といじめ予防～カナダ・トロントでの学校支援プ
ログラム」を開催。 

―同年 4月、広報誌『Relations 第 11号』発刊。 

―同年 10月、西南学院大学にて第 8回大会「スクールソーシャルワーカーの人材養
成」開催。本大会は、第 1回Asia Network of School Social Work（ANSSW）の
第 1回大会として韓国、台湾、シンガポールの各団体・関係者も参加して行われ
た。 

 

2020年 一般社団法人福岡県スクールソーシャルワーカー協会 発足 

     ―同年 2月、元イズリントン・ジュニアミドルスクール副校長のTim Kenji Kamino

氏をお招きして特別研修「カナダ・トロントの生徒サポートチームの実際」を開催。
なお、本研修会は日本学校ソーシャルワーク学会九州沖縄ブロック第 12回研究大
会としても同時開催された。 

―同年 11月、オンラインにて第 9回大会「コロナ禍のスクールソーシャルワーカー



 

 5 

―Social Work in School―」開催。 

―同年 11月、広報誌『Relations 第 12号』発刊。 

 

2021年 －同年 9月、年報 「frontier 第１号」発刊。 

     －同年 10月、「Relations 第 13号」発刊。 

－同年 10月、久留米大学にて第 10回大会「スクールソーシャルワーカーの実践 

玉手箱」開催。 

 

 

 

(２)理事・運営委員一覧 

役職 氏名（所属） 

会長（代表理事） 門田 光司（久留米大学） 

副会長（理事） 奥村 賢一（福岡県立大学） 

事務局長（理事） 寺田 千栄子（北九州市立大学） 

運営委員（理事） 池田 敏（福岡市教育委員会） 

運営委員（理事） 梶谷 優子（福岡市教育委員会） 

運営委員（理事） 高口 恵美（西南女学院大学） 

運営委員（理事） 永瀬 由季（福岡市教育委員会） 

運営委員 井上 由紀（大牟田市教育委員会） 

運営委員 上野 健太（福岡市教育委員会） 

運営委員 浦田 梨央（福岡市教育委員会） 

運営委員 古賀 幸広（香春町教育委員会） 

運営委員 坂本 美紗（福岡市教育委員会） 

運営委員 塚本 房子（久留米市教育委員会） 

運営委員 前屋敷 なな子（福岡市教育委員会） 

  

監事 山﨑 清登 
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（３）事務局・各委員会担当 

①事務局 

  寺田 千栄子（事務局長）、池田 敏、塚本 房子、前屋敷 なな子 

 

②研修委員会 

  高口 恵美（委員長）、梶谷 優子、井上 由紀、古賀 幸広 

 

③広報委員会 

  奥村 賢一（委員長）、上野 健太、浦田 梨央、永瀬 由季、坂本 美紗 

 

④研究・国際交流委員会 

  門田 光司（委員長）
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２．事務局及び各委員会事業報告 

 

（１）事務局 
事務局長 寺田 千栄子 

ⅰ）事務局について 

 

１．2021年度の事務局の活動 

１）2021年度の事務局体制 

 2021年度の事務局は 4名の体制で事業を担当した（表１）。業務の円滑な運営のために、事務局員間での
役割分担を細かく行い、安定した事業運営並びに適切な会計管理を目標に業務を遂行した。また、新型コロ
ナウイルスの影響も鑑みて、メールや S N S、オンラインの会議などを活用することで、業務の円滑な運営
に努めた。 

 

表１．2021年度の事務局体制 

役職 氏名 主な役割 

事務局長 寺田 千栄子 全体統括、渉外、会員管理 等 

事務局員 池田 敏 会計等 

事務局員 前屋敷 なな子 会計等 

事務局員 塚本 房子 研修参加者管理、研修・研究事業 等 

 

 

２）主な事務局活動 

 2021 年度は法人化して 1 年が経過したこともあり、事務局の業務内容などもある程度定型化し取り組む
ことができた。詳細の活動については、以降の事業報告をご参照いただきたい。特筆すべきは、理事の体制
に関する 2点である。 

 

①臨時総会（2021.9.17 書面決議）：「理事の辞任のご報告並びに後任理事の選任について」 にて、土井幸
治理事（当時）の辞任をご報告し永瀬由季理事の就任をお認めいただく。 

②第 2期役員選挙の実施（2022.1.30～2022.2.8）：定款第 28条 1項に基づき第 2期理事選挙を実施した。
なお、選挙管理委員は正会員 3名より選出され、事務局は後方的事務を行なった。前述したように、理事
の退任に伴う理事数の不足から追加の選出を行わねばならない事態があった。そのため、第 2期役員選挙
からは理事の数を定数の上限（10名）まで選出することとした。 

 

 その他、法律相談の運用などを正会員が実務で活用できる事業の整備を行なっている。今後も会員の皆様
と近い事務局を運営できるよう、事務局員一同努力していきたい。 
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ⅱ) 2021年度事業報告・会計収支報告 

【第１号議案】２０２１年度事業報告 

（１）事務局 

① 総会 

・２０２１年度総会（第９回）（法人化後第２回）、２０２１年６月１２日、書面決議にて実施。 

・２０２１年度臨時総会、２０２１年９月３０日、書面決議にて実施。 

 

② 大会 

第 10回大会（２０２１年１０月３０日）、久留米大学 御井キャンパス 

「スクールソーシャルワーカーの実践玉手箱」 参加者数：80名（対面：40名 遠隔：40名） 

講 演：門田 光司（本協会会長） 

報告者：池田 敏 （福岡市教育委員会） 

    内野 有梨（福岡市教育委員会） 

後藤 葉子（大牟田市教育委員会） 

角田 かおり（北九州市教育委員会） 

 

③ 理事会（全６回） 

第 ６ 回：２０２１年 ４月１１日 （オンライン） 

第 ７ 回：２０２１年 ７月２５日 （オンライン） 

第 ８ 回：２０２１年 ９月１２日 （オンライン） 

第 ９ 回：２０２１年１０月１２日 （オンライン） 

第１０回：２０２１年１２月１８日 （オンライン） 

第１１回：２０２２年 ２月１９日 （オンライン） 

 

④事務局会議（全２回） 

第１回：２０２１年 ６月２５日 （オンライン） 

第２回：２０２１年 ３月１９日 （オンライン） 

 

⑤２０２１年度総会員数  

２４７名（内訳：正会員８５名、賛助会員１７３名、学生会員１４名） 

 

 ⑥法律相談事業 

１件の応募があり、助成を行なった。 

   

⑦理事候補者選挙に関する事務 

選挙管理委員会の選出及び選挙関連事務を行なった。 
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（２）研修事業 

第 10回大会（2021年 10月 30日）、久留米大学 御井キャンパス 

「スクールソーシャルワーカーの実践玉手箱」 参加者数：80名（対面：40名 遠隔：40名） 

 

①各研修  ※協会関係者は敬称略 

新型コロナウイルスの影響で、2020年度の研修は全てオンライン研修を行うこととなった。 

そのため、参加者の属性が限定的になり、例年より参加人数が減少した。 

 日時 テーマ・講師 場所 参加人数 

全
体
研
修 

2021.6.13 
知っておきたい私たちの権利 等  

講師：六本松中央法律事務所 柳優香氏、尾崎大氏 

オンライン 

（オンデマンド） 
85人 

2021.9.21 

LGBTQ＋の子どもの支援のための準備講座  

講師：proud futures共同代表他 小野アンリ氏 

proud futures共同代表他 向坂あかね氏 

オンライン 

（リアルタイム） 
21人 

2022.3.26 
自分を傷つけずにはいられない  

講師：国立精神・神経医療研究センター 松本俊彦氏 

オンライン 

（リアルタイム） 
77人 

基
礎
研
修 

2021.5,7 

「初任者研修」 

講師：協会会長 門田光司、協会副会長 奥村賢一、 

協会事務局長 寺田千栄子、協会運営委員 上野健太 

オンライン 

（オンデマンド） 
29人 

2021.9.4 

アセスメントの基礎～不登校編～（講義×演習） 

講師：スクールソーシャルワーカー・スーパーバーザー  

藤澤茜氏 

オンライン 

（リアルタイム） 
23人 

2021.11.13 
アセスメントの基礎～ネグレクト編～（講義×演習）  

講師：本協会副会長 奥村賢一 

オンライン 

（リアルタイム） 
15人 

専
門
研
修 

2021.12.26 
発達が気になる子ども達のためのコンサルテーション技術 

講師：NPO法人ブライターステップス 宮野伸枝氏 

オンライン 

（リアルタイム） 
15人 

2022.3.5 

高校で求められる学校ソーシャルワーク実践  

講師：本協会会長 門田光司、福岡市教育委員会 後藤哲也氏、
福岡市教育委員会 木庭萌美氏 

オンライン 

（リアルタイム） 
17人 

2022.3.15 

個別相談窓口 LGBTQ,子どものメンタルヘルス  

相談対応：本協会理事 高口恵美 

本協会事務局長 寺田千栄子 

オンライン 

（リアルタイム） 
2人 

 

②2021年初任者研修：オンラインにて開催 

 

③研修委員会議 

第１回：２０２１年  ５月   ５日（オンライン・全員） 

第２回：２０２１年  ７月        (オンライン・随時部分会） 

第３回：２０２１年  ９月      （オンライン・随時部分会） 

第４回：２０２１年１１月     （オンライン・随時部分会） 

第５回：２０２２年  ２月 ２３日（オンライン・全員） 
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（３）広報事業 

①各種チラシ等の作成（第 10回大会チラシ及びポスター、研修会用チラシ等） 

②広報誌作成 

２０２１年１０月にRelations vol.13を発刊して協会HPへの掲載及び SNSでの広報を行った。 

③年報作成 

２０２１年 9月に年報 frontier 第１号を発刊し、協会HPへの掲載及び SNSでの広報を行なった。 

④広報委員会議（全３回） 

第１回：２０２１年５月２３日（オンライン）  

第２回：２０２２年２月１３日（オンライン） 

第３回：２０２２年３月２７日（オンライン） 

 

（４）国際交流事業 

  ①研修・研究助成 

   ０件の応募であった。 

  ②ANSSWニューズレターの発行 

   ２０２２年４月に発刊されることとなった。 

 

（５）その他 

①県および市町教育委員会へのスクールソーシャルワーカー候補者の推薦実施 

②高専へのスクールソーシャルワーカー候補者の推薦実施 

③いじめ第三者委員等各種委員の推薦 
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【第２号議案】２０２１年度会計収支報告 

（2021年 4月 1日～2022年 3月 31日） 

 

＜収入＞   （単位：円） 

費目 予算額 決算額 備考 

入会金・会費 ７８０，０００ ８８７，０００ 

 

正会員９０名、賛助会員９４名 

（法人化前の会員区分での会費及び滞納分入金額を含む） 

前年度繰越金 ２，０５７，１５１ ２，０５７，１５１  

事業収入（研修） ５００，０００ ４８２，２５６ 参加費、資料等 

事業収入（その他） １０，０００ ６０，０００ 過払い税金の払い戻し 

雑収入 ０ ２ 利子等 

計 ３，３４７，１５１ ３，４８６，４０９  

 

 

＜支出＞   （単位：円） 

費目 
昨年度 

予算額 

昨年度 

決算額 
備考 

各
事
業
費 

研修事業 ４００，０００ １７４，７２４ 研修講師謝金、交通費等 

広報事業 ２８０，０００ ２０９，１４０ 各チラシ、リーフレット等 

研究・国際交流事業 ２５０，０００ １８０，３１５ 研究助成、研究協力謝金 

理事会会費 １７５，０００ １１０，３３１ 会議費、理事報酬 

運営委員会費 ６００，０００ １８０，４９５ 会場費、交通費、活動実費 

大会・総会費 ３５０，０００ ４８，０３６ 会場費、事務費等 

事
務
局
費 

事務局運営費 １００，０００ ３８，３７８ 事務局会議費，消耗品 等 

事業運営費 １００，０００ ５４，０８０ ホームページ管理料 等 

人件費 ３０，０００ １３５，８１２ アルバイト報酬 

弁護士相談運営費 １００，０００ ３，３００ 弁護士謝金 

（通信費） １００，０００ １０６，２３４ 郵送費、電話代 等 

その他 １００，０００ １９０，９２３ 理事変更登記費用 等 

予備費 １，０３２，１５１ ０  

計 ３，３４７，１５１ １，４３１，７６８  

 

 

ⅳ) 法律相談のご案内  
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ⅲ)2022年度事業計画案・会計収支予算案 

【第３号議案】２０２２年度事業計画案 

（１） 事務局 

①第 3回定時社員総会  2022年 6月 18日 11:30-12:30（オンライン） 

大会  2022年 10月 30日（日） 会場：未定 

（感染症対策を徹底し、基調講演ならびにシンポジウムを実施予定、会場もしくはオンデマンド配信に
て大会に参加できるよう配慮予定）  

②理事会 

理事候補者の選挙結果について（別紙 1） 

2022年度中に 5回の理事会を開催予定 

③運営委員会 

新たに構成される理事会により運営委員を選任する予定。（候補者には、随時打診） 

    各委員活動内容の充実を目的に、運営委員は主に所属委員の会議に参加 

    年次大会の開催にあたり、随時運営委員会を実施 

④弁護士による法律相談事業（別紙 2参照） 

⑤新規社員（正会員）報告（別紙 3参照） 

 

（２） 研修事業 

  ①各種研修の運営（別紙 4参照） 

②研修委員会議 

 

（３） 広報事業 

① 第 11回大会チラシ、ポスターの作成 

② 各研修会チラシの作成 

③ 広報誌の作成および配信 

④ 年報の作成および配信 

⑤ 協会年間活動報告書の作成 

⑥ 協会広報動画の作成 

⑦ ホームページ、その他 S N Sの管理 

⑧ 広報委員会議 

⑨ 協会更新特典作成 

 

（４）研究及び国際交流事業 

  ① 研究及び研修助成（別紙 5参照） 

  ②  ANSSWニューズレターの発行 

  ③  研究および国際交流事業会議 
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【第 4号議案】2022年度会計収支予算案 

 

＜収入＞   （単位：円） 

科目 
昨年度 

決算額 

今年度 

予算額 
備考 

入会金・会費 ８８７，０００ 

 

７８０，０００ 正会員６０名、賛助会員１６０名、 

学生会員１０名、新規１０名 

前年度繰越金 ２，０５７，１５１ ２，０５４，６４１  

事業収入（研修関連） ４８２，２５６ ５００，０００ 参加費、資料代等 

事業収入（その他） ６０，０００ １０，０００  

雑収入 ２ ０ 利子等 

計 ３，４８６，４０９ ３，３４４，６４１  

 

＜支出＞   （単位：円） 

費目 
昨年度 

決算額 

今年度 

予算額 
備考 

各
事
業
費 

研修事業 １７４，７２４ ４９５，０００ 研修講師謝金、会場費、会議費、交通費 

広報事業 ２０９，１４０ ２４０，７４６ 各チラシ、広報動画作成費、会議費、交通費等 

研究・国際交流事業 １８０，３１５ ３６０，０００ 研究助成、ニューズレターの発行 等 

理事会会費 １１０，３３１ １５０，０００ 会場費、会議費、役員報酬 

運営委員会費 １８０，４９５ ３００，０００ 会場費、謝金 

大会・総会費 ４８，０３６ ３５０，０００ 会場費、事務費等 

事
務
局
費 

事務局運営費 ３８，３７８ １００，０００ 事務局会議費等 

事業運営費 ５４，０８０ ３００，０００ ホームページ管理料、印刷、備品等 

人件費 １３５，８１２ １００，０００ アルバイト謝金等 

弁護士相談運営費 ３，３００ １００，０００ （法人化準備より費目変更） 

（通信費） １０６，２３４ １５０，０００ 郵送費、切手代等 

その他 １９０，９２３ １５０，０００ 理事変更登記手続き 等 

予備費 ０ ５４８，８９３  

計 １，４３１，７６８ ３，３４４，６４１  
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ⅳ) 法律相談のご案内  
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ｖ）新規社員（正会員）に関するご報告 
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（２）研修委員会 
研修委員長 高口 恵美 

ⅰ) 研修委員会について 

 

２０２１年度はコロナ禍による社会の大きな変化や、関わる子ども達の様々な生活への影響
などと向き合い対応が求められる一年になりました。人と距離をとることが日常となっており、
孤立や心理的課題も顕在化されました。そんな中ではありますが、少しずつ学校の中にイベン
トなどが戻ってきており、安全に子ども達が経験を重ねられる工夫も求められています。 

 スクールソーシャルワーカーである私たちにとっても、研修の減少や会議のオンライン化か
ら、資質向上や交流の機会が制限されました。どこかその生活が当たり前になってきていると
ころもあり、私たち自身が「気づき」や「エンパワー」の機会が奪われていることに、鈍感に
なってしまっているように感じることもありました。 

 このような状況下、福岡県スクールソーシャルワーカー協会としては学びの機会を確保する
ために、昨年度に続きオンライン研修を中心に様々なテーマで研修を実施いたしました。私た
ち自身の安全(権利)や安心(相談)を確保するため、弁護士による労務研修や個別のＳＶ窓口研修
も試行的に取り入れてみました。また、オンラインの中でもＳＳＷ同士が交流する機会を意識
的に取り入れ、ピアな繋がりを促せるよう工夫しました。専門的な見識を深めるため、高校Ｓ
ＳＷに求められる知識や視点、実践を学ぶ機会や、増加するメンタルヘルス課題や多様な子ど
も達への対応を学ぶため、自傷行為について、ＬＧＢＴＱについて、発達が気になる子ども達
について、それぞれ先駆的に実践および研究や発信をされている講師をお招きして、理解を深
めながら対応について考える機会を設けました。 

 オンラインによる研修は、繋がりという面では課題がみられましたが、参加のしやすさとい
う面ではメリットもあったように感じています。昨年度に比べるとオンラインツールの使用に
関するリテラシーを含めたハードルも下がり、また、子育て中の方や遠方にお住まいの方など、
これまで研修に参加しづらかった方なども参加しやすくなったことから多数ご参加いただくこ
とができました。これらのことから、今後、福岡県スクールソーシャルワーカー協会の研修で
はオンライン・対面、双方のよさを生かした研修を計画実施していきたいと考えております。
皆様のご意見もどしどしお聞かせいただけますと幸いです。 

 新しい仲間もどんどん増えております。それぞれの経験やストレングスを活かしながら交互
作用で学び、知識を深め、視野を広げ、スクールソーシャルワーカーとしての専門性を高めつ
つ、２０２２年度もますます子ども達とともに歩んでいきましょう！ 
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ⅱ) 各研修資料 

2021年 9月 21日（火）全体研修 
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2021年 11月 13日（土）基礎研修 
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2021年 12月 26日（日）専門研修 
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2022年 3月 5日（土）専門研修 
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（３）研究・国際交流委員会 
研究・国際交流委員長 門田 光司 

ⅰ）研究・国際交流委員会について 

１．研究・研修助成事業 

 本事業は、正会員の資質向上や学校ソーシャルワーク実践の進展に寄与する目的で、研究・
研修について助成を行うものです。しかし、令和 3年度の研究・研修助成事業の公募申請はあ
りませんでした。新型コロナウイルス対策下での対面的な活動自粛がなされる状況が影響した
とともに、この助成がもっと活用されやすい内容に変更していくことが課題としてあげられま
す。そのため、令和 4年度は本事業の修正を加え、活用されやすい助成事業に変更していく予
定です。 

２．国際交流事業 

 2021年度はAsia Network of School Social Work(ANSSW)の第2回大会が開催されました。
大会担当は台湾スクールソーシャルワーカー協会（TASSW）で、2021年 7月 25日（土）10:00

～12:00にオンライン（ZOOM）の開催です。テーマは、「School social work during the Covid-

19 pandemic」で、Covid-19の状況下で各国のスクールソーシャルワーカーたちが子ども支援
でどのような取り組みを行っているのかの活動報告がなされました。本協会からは寺田千栄子
氏が日本でのパンデミック下の SSW 活動について報告していただきました。その後、韓国、
シンガポール、台湾の報告です。もしコロナ禍でなければ、台湾を会場とし、対面での討議や
視察、交流会などが実施される予定でしたが、今回、半日のオンライン大会となり残念な部分
もありますが、継続した交流機会がもてたことは喜ばしいといえます。この大会は 2年毎の開
催ですので、次回は 2023年で韓国かシンガポールの開催です。2023年の第 3回大会はぜひ現
地での開催がなされることを願います。  

 ANSSWではニューズレターを発行していますが、2021年度は 6月に第 2号（韓国KASSW

発行）、10月に第 3号（台湾 TASSW発行）、2022年 3月に第 4号（シンガポール SSW部門
発行）でした。第 2号のテーマは「Child abuse and school social work in Asian countries」
で、門田光司氏が「日本のヤングケアラーとスクールソーシャルワーカー」について、池田聡
氏が「日本の児童虐待とスクールソーシャルワーカー介入」について執筆しました。第 3号の
テーマは「Internship programs for school social workers」で、高口恵美氏が「FASSWでの
スクールソーシャルワーカー養成プログラム」について執筆しました。第 4 号のテーマは
「School social work and mental health in Asian countries」で、德永佑美氏が「日本での学
校ソーシャルワークとメンタルヘルス」について執筆しました。なお、第 4号の内容について
は、Marion Huxtableが毎月発行されている電子ニューズレター 「International Network for 

School Social Work」（アメリカ）の 5月号に紹介される予定です。なお、2022（令和 4）年度
の第 5号は 7月に発行予定で、発行担当は本協会となります。 
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（４）広報委員会 
広報委員長 奥村 賢一 

ⅰ）法人化２年目の広報啓発活動 

１．2021年度の組織体制 

 法人化２年目となる 2021 年度の広報委員会は、新たに１名が加わり５名体制で活動を行っ
た（表１）。新型コロナウイルス感染拡大状況を鑑みて、年３回行った広報委員会（会議）はい
ずれもオンラインにて実施したが、2020 年度途中より各委員の役割分担を明確にしたことか
ら、各々が事業計画に則って着実に業務を遂行することができた。 

表１ 2020年度の広報委員会役割分担表 

役職 氏名 主な担当業務 

広報委員長 奥村 賢一 全体統轄、ホームページ・SNS管理 他 

広報委員 永瀬 由季 テキストデータの管理、年報編集 他 

広報委員 坂本 美紗 大会ポスターデザイン、広報誌作成 他 

広報委員 上野 健太 動画等の管理 他 

広報委員 浦田 梨央 研修チラシのデザイン 他 

 

２．主な委員会活動 

 2021年度は以下（１）から（４）の取り組みを行った。 

（１）ホームページ等 

 ①大会・研修等のポスター・チラシ掲載及び情報掲載 

 ②SNS（Facebook、Instagram）での情報配信 

 ③Newsletter（ANSSW）Vol.3＆Vol.4の掲載 

 ④福岡県内のスクールソーシャルワーカー及びスーパーバイザー配置状況掲載 

 ⑤2022年度のホームページリニューアルに向けた検討 

（２）デザイン関係 

 ①第 10回大会ポスター 計１点 

 ②研修（全体・基礎・専門）チラシ 計８点 

 ③Asia Network of School Social Work in Taiwanチラシ 計１点 

（３）広報誌・年報 

 ①2021年 9月 23日 年報 2020「frontier」発刊 

②2021年 10月 3日 広報誌「Relations」 vol.13 発刊 

（４）その他 

 ①正会員継続記念特典の検討 

 ②新たな協会広報啓発活動に向けたツールの開発に関する検討 
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ⅱ）広報委員会 2021年度活動出版物 

１．大会・研修ポスターデザイン 

 

１）第 10回大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）日本学校ソーシャルワーク学会九州沖縄ブロック共催研修 
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３）初任者研修                ４）全体研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）基礎研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 60 

６）専門研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．広報誌 Relations【2021年 10月 3日掲載】 
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３．ホームページ 

１）福岡県内のスクールソーシャルワーカー及びスーパーバイザー配置状況（令和３年度） 

【2021年 8月 29日掲載】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）Asia Network of School Social Work（ANSSW） 

 

①第 2回大会                   ②Newsletter（Vol.3）         ③Newsletter（Vol.4） 
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                            表紙デザイン：浦田 梨央 

 

編集後記 

一般社団法人福岡県スクールソーシャルワーカー協会 2021 年度版の年報をお届け
します。 

昨今の状況下で、オンラインでの研修や大会等が開催されることが多くなりました
が、今年度は感染症対策を講じながら、対面で第 10回大会が開催することができま
した。今後も１年毎に、年報を発行し、実践報告や研究成果等を皆さまと共有させて
いただきたいと考えております。 

本年報を作成するにあたって、ご協力いただきました皆さまに深く感謝申し上げま
す。 

年報作成に関しまして、広報委員一同、来年度もさらにより良いものを作り上げて
いきたいと思っております。どうぞ皆さまのご意見やご感想などお寄せいただけれ
ば幸いです。 

 

一般社団法人福岡県スクールソーシャルワーカー協会 広報委員会 

                      （奥村、上野、浦田、坂本、永瀨） 
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